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（１）背景

（２）目的

１．本計画の位置付け

重要なネットワークとなる直轄国道の安全性・信頼性を確保していくため、
定期点検により施設の状態を把握し、その点検結果に基づく個別施設計画
を策定し、修繕を計画的に実施します。

これにより、施設の健全性を確保し、予防保全型の管理への転換による
ライフサイクルコストの縮減を図ります。

四国の直轄国道における橋梁の多くは高度成長期に整備されており、こ
れら施設の多くは建設後約４０年～５０年が経過し、今後これら施設の高齢
化が急速に進んでいく状況です。

（３）計画期間

計画期間は、国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）にあわせ、
令和３年度～令和7年度（2021年度～2025年度）とします。なお、計画

は、点検結果等を踏まえ、毎年度更新をします。

平成２５年１１月に、インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会
議において、インフラ長寿命化基本計画が策定され、国や地方公共団体等
が一丸となってインフラの戦略的な維持管理・更新等を推進することになり
ました。

インフラ長寿命化基本計画に基づき、平成２６年５月、国土交通省は、「国
土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）」を策定し、道路（橋梁、トンネ
ル、大型の構造物等）の施設は、予防保全型維持管理の考え方を前提とし
た個別施設計画を策定することになりました。

（１）インフラ長寿命化修繕計画

本計画は、国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）で策定すること
とされている個別施設計画です。

（２）本計画の位置付け

２．個別施設計画策定の背景と目的

１



（１）管内管理延長
四国地方整備局は、国道11路線（11号、28号、 30号、 32号、33号、55号

56号、192号、196号、317号、319号）及び四国横断自動車道（須崎西IC
～四万十町中央IC,宇和島北IC～西予宇和IC,徳島津田IC～徳島沖洲IC）
の総延長１，３３９．０kmを管理しています。

（２）管理橋梁数

四国地方整備局では、２，７１７橋（橋長２ｍ以上）の橋梁を管理して
います。

路線別の橋梁割合

３．管内の道路管理概要

全橋梁
2,717箇所

R4.3月末時点

R4.5月末時点

２



（３）橋梁種別毎の橋梁数と延長

橋梁の現況（上部工使用材料別）

上部工使用材料別

※その他は、混合橋など

※四捨五入の関係で、合計値が合わない部分がある

○ 橋梁数（箇所） ○ 橋梁延長（m）

橋梁
箇所数

延長
（ｍ）

橋梁
箇所数

延長
（ｍ）

橋梁
箇所数

延長
（ｍ）

橋梁
箇所数

延長
（ｍ）

橋梁
箇所数

延長
（ｍ）

2,717 128,153 665 62,008 1,224 14,078 818 49,901 10 2,166

管理橋梁合計 鋼橋 RC橋 PC橋 その他

R4.3月末時点

R4.3月末時点

３


一覧

						道路橋個別点検データ				0		記入日：(yyyy/mm/dd)														0.00																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																														0.00

		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		32		33		34		35		36		37		38		39		40		41		42		43		44		45		46		47		48		49		50		51		52		53		54		55		56		57		58		59		60		61		62		63		64		65		66		67		68		69		70		71		72		73		74		75		76		77		78		79		80		81		82		83		84		85		86		87		88		89		90		91		92		93		94		95		96		97		98		99		100		101		102		103		104		105		106		107		108		109		110		111		112		113		114		115		116		117		118		119		120		121		122		123		124		125		126		127		128		129		130		131		132		133		134		135		136		137		138		139		140		141		142		143		144		145		146		147		148		149		150		151		152		153		154		155		156		157		158		159		160		161		162		163		164		165		166		167		168		169		170		171		172		173		174		175		176		177		178		179		180		181		182		183		184		185		186		187		188		189		190		191		192		193		194		195		196		197		198		199		200		201		202		203		204		205		206		207		208		209		210		211		212		213		214

		国交省作業用番号				作業内容フラグ				橋梁の諸元に関する調査項目																																																																				老朽化対策に関する調査項目																																																																																																																																																老朽化対策（跨線橋）に関する調査項目																																																																																																								通行規制に関する調査項目																														耐震補強に関する調査項目

		国交省作業用番号		管理者
コード		区分		内訳		施設名				路線				架設年度				供用年度		橋梁種別		橋長
（ｍ）		径間数		幅員
（ｍ）		上部構造
形式		上部構造
形式
（材料）
1.鋼橋
2.RC橋
3.PC橋
4.石橋
5.木橋
6.混合
7.その他		上部構造
形式
（構造）
1.桁橋
2.トラス橋
3.アーチ橋
4.ラーメン橋
5.斜張橋
6.溝橋
7.床版橋		下部構造
形式		基礎形式		溝橋
(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)		管理者						行政区域				起点側の位置						上り・
下り線		当該道路橋の
緊急輸送道別		道路橋下状況（跨いでいるもの）						代替路
の有無		自専道
一般道		占用物件
（名称）		備考		点検計画																						点検記録																																																																																		修繕計画																				修繕内容		概算修繕金額
（百万円）		修繕設計
着手年月		修繕設計
完了年月		修繕
着手年月		修繕
完了年月		措置状況				長寿命化
修繕計画		備考		確認書に記載あり																																確認書に
点検時期の
記載なし		鉄道																																																				軌道																その他		規制内容		規制内容
詳　　細		新規追加		規制内容
変更		規　制
開始年度		規制まで
の橋齢		規制解除
（予定）
年度		規制原因		原因
コード		具体的内容の分類				補修等実施状況および対応時期や方針の策定状況								新設設計時の適用基準		橋の重要度

										道路橋名		（ﾌﾘｶﾞﾅ）		路線名		道路種別																												区分		管理者名		管理事務所名
（地公体は任意）		都道府県名		市区町村名		緯度		経度		距離標
（KP）						道路				鉄道										2019		2020		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		点検を実施しない理由
(2019-2023)		点検実施年度		点検実施年月		上部構造（溝橋（ボックスカルバート）本体）																																				下部構造（翼壁）												支承部（継手）												その他												判定区分		点検表記録様式ファイル名		所見等
（任意）		2019		2020		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028														監視		通行規制
・通行止																																																																																																																																				補修等実施状況		左記
実施予定時期		実施予定時期が｢決定｣の場合		措置方針が
「撤去」の場合						メンテナンス年報集計用確認欄（作業不要）

																																																																緊急輸送道路
の有無		道路橋下
の管理者																																						主桁（頂版）												横桁（側壁）												床版（底版）																																																																																														点検・修繕計画（現５箇年）										修繕計画（次期５箇年）										点検方法		修繕方法		点検済分類		跨線部
判定結果		修繕済分類		跨線部
再判定
結果		記載されて
いない理由		ＪＲ
（00**）								大手民鉄
（01**）						準大手
（02**）				公営
（03**）				中小民鉄
（04** or 05**）						中小民鉄
（転換鉄道等）
（06**）				貨物鉄道
（JR貨物除き）
（07**）				モノレール
（08**）				新交通
システム
（09**）				鋼索鉄道
（10**）				無軌条電車
（11**）				公営
（12**）				中小民鉄
（13**）				モノレール
（14**）				新交通
システム
（15**）																																				1：S46耐震設計指針より前
2：S46耐震設計指針
3：S55道示
4：H2道示
5：H8道示（復旧仕様含む）
6：H14道示
7：H24道示
8：H29道示
9：不明

※高速に関しては、独自に
分類しており、上記分類とは
異なるので注意		A.Ａ種の橋
地震による損傷が橋として
致命的とならない性能

B.Ｂ種の橋
地震による損傷が限定的
に留まり、橋としての機能
の回復が速やかに行い
得る性能																																																R3マスタ集計用

		-		-		○：追加
×：削除
△：変更		○の場合
・新設
・架替
・移管受け（移管元管理者）
・他施設からの移行
・計上漏れ

×の場合
・撤去済
・廃止済
・移管出し（移管先管理者）
・他施設へ移行
・流出
・法定外

△の場合
・-		-		-		-		・高速自動車国道
・一般国道(指定区間)
・一般国道(指定区間外)
・都道府県道
・市町村道		架設年度
（西暦4桁）		架設年度が不明の場合で、
架設年度が推測できる場合
は、以下の区分より、選択

　1：1900年以前
　2：1901～1910年
　3：1911～1920年
　4：1921～1930年
　5：1931～1940年
　6：1941～1950年
　7：1951～1960年
　8：1961～1970年
　9：1971～1980年
 10：1981～1990年
 11：1991～2000年
 12：2001～2010年
 13：2011～		供用年度
（西暦4桁）		・橋
・高架橋
・桟道橋		-		-		-												〇を記入		・国
・高速道路会社
・都道府県
・道路公社
・政令市
・市区町村		-		-		-		-		-		-		-		・上下線
・上り線
・下り線		・一次
・二次
・三次
・市町村指定
・指定無し		・一次
・二次
・三次
・市町村指定
・指定無し
・×

※跨道橋では無い場合「×」を選択		・国
・高速道路会社
・都道府県
・道路公社
・政令市
・市町村
・その他		・新幹線
・その他鉄道
・無し		・有
・無

※孤立する
か否か		・一般道
・自専道		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		・撤去・廃止中
・2023年までに撤去・廃止予定
・未供用
・2023年までに移管予定		点検実施年度
（西暦4桁）		点検実施年月
（yyyy.m）		判定区分		変状の種類		備考
（写真番号）		応急措置後
の判定区分		応急措置内容		応急措置及び
判定実施年月日		判定区分		変状の種類		備考
（写真番号）		応急措置後
の判定区分		応急措置内容		応急措置及び
判定実施年月日		判定区分		変状の種類		備考
（写真番号）		応急措置後
の判定区分		応急措置内容		応急措置及び
判定実施年月日		判定区分		変状の種類		備考
（写真番号）		応急措置後
の判定区分		応急措置内容		応急措置及び
判定実施年月日		判定区分		変状の種類		備考
（写真番号）		応急措置後
の判定区分		応急措置内容		応急措置及び
判定実施年月日		判定区分		変状の種類		備考
（写真番号）		応急措置後
の判定区分		応急措置内容		応急措置及び
判定実施年月日		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		国道00号_道路橋名.xlsx		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		※設計を伴わない修繕については、推定される修繕金額を記入		・yyyy.m

※未定の場合、
「未定」と記入

※不明の場合、
「不明」と記入

※設計を伴わ
ない場合は、
空欄		・yyyy.m

※未定の場合、
「未定」と記入

※不明の場合、
「不明」と記入

※設計を伴わ
ない場合は、
空欄		・yyyy.m

※未定の場合、
「未定」と記入

※不明の場合、
「不明」と記入



		・yyyy.m

※未定の場合、
「未定」と記入

※不明の場合、
「不明」と記入



		定期点検要領に基づく措置の場合は、○		定期点検要領に基づく措置の場合は、○		長寿命化修繕計画に位置づけられている場合は、○		-																																																																																																										・全面通行止
・車両通行止め
（歩行者通行可）
・車両通行制限あり
（歩行者通行可）
・上記以外の規制あり
・規制なし		・重量
・高さ
・車幅
等の制限内容
を記載						yyyy		整数で記載（不明の場合、「不明」と記載）		yyyy
（未定の場合、「未定」と記載）		自由記入		1:設計条件
2:構造条件
3:大型交通増加
4:劣化損傷（老朽化）
5:災害
6:その他		・桁等の主部材
・床版
・橋台・橋脚
・その他
・設計の陳腐化				（選択肢）
・補修事業予定、中、完了
・架替事業予定、中、完了
・撤去事業予定、中、完了
・廃止予定、廃止完了
・措置未定		｢決定｣or｢未定｣

（時期未定、措置未定の場合は「未定」と記入）		実施予定年月
（例：2016.12)		1.単純撤去
2.集約撤去																																				過年度公表値																1巡目Ⅲ・Ⅳ措置状況						2巡目Ⅲ・Ⅳ措置状況						1+2巡目（2021年度末時点）Ⅲ・Ⅳ措置状況

																																																																																																								・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		-		-																																																2019		2020		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		鉄道事業者へ委託の場合、○を記入		鉄道事業者へ委託の場合、○を記入		1.跨線部のみ
2.跨線部以外
3.全体		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		1.跨線部のみ
2.跨線部以外
3.全体		・Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
・Ⅳ		1.協議中
2.撤去予定
3.その他		1		2		3		4		1		2		3		1		2		1		2		1		2		3		1		2		1		2		1		2		1		2		1		2		1		2		1		2		1		2		1		2		1		2		鉄軌道事業者コード
にない鉄道を記入																						詳細内容等														道路種別 ドウロ シュベツ		R2管理者区分 カンリシャ クブン		都道府県C（所在地） トドウフケン ショザイチ		自治体C（所在地） ジチタイ ショザイチ		都道府県C（管理者） トドウフケン カンリシャ		自治体C（管理者） ジチタイ カンリシャ		R3橋長区分		R3橋面積 ハシ メンセキ		R3構造形式 コウゾウケイシキ		完成又は供用年度 カンセイマタ キョウヨウネンド		R3経過年数区分 ケイカ ネンスウ クブン		R3細分化経過年数区分 サイブンカ ケイカ ネンスウ クブン		緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋		跨線橋		緊急輸送道路を構成する橋梁		1巡目
管理・公表 ジュンメ カンリ コウヒョウ		1巡目公表
点検年度 ジュンメ コウヒョウ テンケンネンド		1巡目公表
判定区分 ジュンメ コウヒョウ ハンテイクブン		2021管理対象施設 カンリ タイショウ シセツ		2021点検対象施設 テンケンタイショウシセツ		1+2巡目
点検年度 ジュンメ テンケンネンド		1+2巡目
判定区分 ジュンメ ハンテイクブン		2回分点検記録 カイブン テンケン キロク		2021
1巡目
措置状況
集計対象 ジュンメ ソチジョウキョウ シュウケイタイショウ		2021
1巡目
修繕着手		2021
1巡目
工事完了 コウジカンリョウ		2021
2巡目
措置状況
集計対象 ジュンメ ソチジョウキョウ シュウケイタイショウ		2021
2巡目
修繕着手		2020
2巡目
工事完了 コウジカンリョウ		2021
2021末
措置状況
集計対象 マツ ソチジョウキョウ シュウケイタイショウ		2021
1+2巡目
修繕着手		2021
1+2巡目
工事完了 コウジカンリョウ		マップ用
措置状況 ヨウ ソチジョウキョウ		位置
（緯度） イチ イド		位置
（経度） イチ ケイド

		BR0-887110-00258		887110		△		―(―)		四方堂橋側道橋(上り)		(ｼﾎｳﾄﾞｳﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ(ﾉﾎﾞﾘ))		国道11号		一般国道（指定区間）		2007								7.6		1		1.8		999		7		10		19		9				国		四国地方整備局		香川河川国道事務所		香川県		観音寺市		34°3′39″		133°37′56″		140.322		上り線		指定無し		×				無し		有		一般道		上水		8840011203		○										○												2019年度		2019.11																																																																										Ⅰ		一般国道11号 現道_四方堂橋側道橋(上り).xlsx		本橋の損傷は、道路橋の機能に支障を生じていない。																																																																																																																																																																																6		B		直轄国道		国		37		372056		37		887110		2m以上15m未満		13.68		④その他		2007		11年～20年		11年～20年								◎		2015		Ⅰ		○		○		2019		Ⅰ		その他																				措置不要		34.06083		133.63222

		BR0-887110-00286		887110						金蔵寺2号BOX橋		(ｺﾝｿﾞｳｼﾞﾆｺﾞｳﾎﾞｯｸｽｷｮｳ)		国道11号		一般国道（指定区間）		1998								5		1		20.0		999		7		80		19		9		○		国		四国地方整備局		香川河川国道事務所		香川県		善通寺市		34°15′16″		133°46′31″		112.468		上下線		一次		指定無し		市区町村		無し		有		一般道		無し						○										○										2020年度		2020.10																																																																										Ⅰ		一般国道11号 現道_金蔵寺2号BOX橋.xlsx		本橋の損傷は、道路橋の機能に支障を生じていない。																																																																																																																																																																																		B		直轄国道		国		37		372048		37		887110		2m以上15m未満		100		④その他		1998		21年～30年		21年～30年						○		◎		2016		Ⅰ		○		○		2020		Ⅰ		その他																				措置不要		34.25444		133.77528

		BR0-887330-00384		887330						元大橋		(ﾓﾄｵｵﾊｼ)		国道55号		一般国道（指定区間）		2002								221		5		11.5		599		7		22		67		4				国		四国地方整備局		土佐国道事務所		高知県		室戸市		33°17′57.62″		134°7′47.14″		137.7		上下線		一次		指定無し				無し		無		一般道		無し		8862055216		○										○												2019年度		2019.10																																																																										Ⅰ		一般国道55号 現道_元大橋.xlsx		本橋の損傷は、道路橋の機能に支障を生じていない。																																						○																																																																																																																																										5		B		直轄国道		国		39		392022		39		887330		100m以上		2541.5		②RC橋		2002		11年～20年		11年～20年						○		◎		2014		Ⅰ		○		○		2019		Ⅰ		2014→2019																				措置不要		33.29934		134.12976

		BR0-887330-00478		887330		△		―(―)		安和川橋		(ｱﾜｶﾞﾜﾊﾞｼ)		四国横断自動車道		高速自動車国道		2006								32.9		1		10.5		999		7		27		13		4				国		四国地方整備局		土佐国道事務所		高知県		須崎市		33°22′9.15″		133°15′1.47″		156.7		上下線		一次		指定無し				無し		有		自専道		無し		8862056175						○																		2021年度		2021.05																																																																										Ⅰ		一般国道56号 新道_安和川橋.xlsx		本橋の損傷は、道路橋の機能に支障を生じていない。																																						○																																																																																																																																										6		B		高速自動車国道		国		39		392065		39		887330		15m以上50m未満		345.45		④その他		2006		11年～20年		11年～20年						○		◎		2017		Ⅰ		○		○		2021		Ⅰ		その他2																				措置不要		33.36921		133.25041

		BR0-887330-00491		887330						久礼橋（下り）		(ｸﾚﾊﾞｼ(ｸﾀﾞﾘ))		四国横断自動車道		高速自動車国道		2008								446		14		9.2		999		7		20		47		4				国		四国地方整備局		土佐国道事務所		高知県		中土佐町		33°20′27.48″		133°13′9.89″		161.1		下り線		一次		指定無し		市区町村		無し		有		自専道		無し		8862056185		○								○														2019年度		2019.06																																																																										Ⅰ		一般国道56号 新道_久礼橋（下り）.xlsx		本橋の損傷は、道路橋の機能に支障を生じていない。																										2019.03		2019.10		2020.03		2021.02						○																																																																																																																																										6		B		高速自動車国道		国		39		394017		39		887330		100m以上		4103.2		④その他		2008		11年～20年		11年～20年						○		◎		2014		Ⅱ		○		○		2019		Ⅰ		2014→2019		△		○		○														措置不要		33.34097		133.21941

		BR0-887330-00492		887330						久礼橋（上り）		(ｸﾚﾊﾞｼ(ﾉﾎﾞﾘ))		四国横断自動車道		高速自動車国道		2008								462		14		9.2		999		7		20		47		4				国		四国地方整備局		土佐国道事務所		高知県		中土佐町		33°20′28.02″		133°13′9.32″		161.1		上り線		一次		指定無し		市区町村		無し		有		自専道		無し		8862056184		○								○														2019年度		2019.06																																																																										Ⅰ		一般国道56号 新道_久礼橋（上り）.xlsx		本橋の損傷は、道路橋の機能に支障を生じていない。																										2019.03		2019.10		2020.03		2021.02						○																																																																																																																																										6		B		高速自動車国道		国		39		394017		39		887330		100m以上		4250.4		④その他		2008		11年～20年		11年～20年						○		◎		2014		Ⅱ		○		○		2019		Ⅰ		2014→2019		△		○		○														措置不要		33.34112		133.21926

		BR0-887330-00595		887330		△		―(―)		宇治川橋側道橋		(ｳｼﾞｶﾞﾜﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ)		国道33号		一般国道（指定区間）		2015								47.8		1		2.0		999		7		21		19		9				国		四国地方整備局		土佐国道事務所		高知県		いの町		33°33′2.83″		133°26′49.11″		8.391		上り線		一次		指定無し				無し		有		一般道		無し		8862033089						○																		2021年度		2021.10																																																																										Ⅰ		一般国道33号 現道_宇治川橋側道橋.xlsx		本橋の損傷は、道路橋の機能に支障を生じていない。																																						○																																																																																																																																										7		B		直轄国道		国		39		393860		39		887330		15m以上50m未満		95.6		④その他		2015		～10年		～10年						○				2016		Ⅰ		○		○		2021		Ⅰ																						措置不要		33.55079		133.44698



　●点検済　　▲修繕済　　■修繕中・協議済
　○点検予定　△修繕予定　□協議開始予定



年齢構成

		基準年 キジュン ネン								ベース年度 ネンド				①母数 ボスウ				②建設後50年以上の橋梁 ケンセツゴ ネン イジョウ キョウリョウ		③建設後50年未満の橋梁 ケンセツゴ ネン ミマン キョウリョウ		②/①

		2015								2015		現在 ゲンザイ		2,664				532		2,132		20.0%

		架設年度 カセツ ネンド		橋零 キョウ レイ		橋梁数 キョウリョウ スウ				2025		10年後 ネンゴ		2,664				1,268		1,396		47.6%

		1916		99		1				2035		20年後 ネンゴ		2,664				1,765		899		66.3%

		1926		89		4

		1927		88		3

		1928		87		6

		1930		85		1

		1932		83		3

		1934		81		1

		1935		80		1

		1938		77		2

		1939		76		5

		1940		75		3

		1941		74		3

		1943		72		3

		1946		69		3

		1948		67		2

		1949		66		1

		1951		64		3																				※土かぶり1m未満かつ橋長2m以上の函渠を含む　 ツチ ミマン キョウチョウ イジョウ ハコ フク

		1952		63		9

		1953		62		22

		1954		61		24

		1955		60		14				10年未満 ネン ミマン		216

		1956		59		11				10～19年 ネン		280

		1957		58		20				20～29年 ネン		375

		1958		57		29				30～39年 ネン		497

		1959		56		21				40～49年 ネン		736

		1960		55		65				50年以上 ネン イジョウ		532

		1961		54		45				不明 フメイ		28

		1962		53		53

		1963		52		49

		1964		51		69

		1965		50		56		532

		1966		49		69

		1967		48		79

		1968		47		89

		1969		46		119

		1970		45		81

		1971		44		94

		1972		43		54

		1973		42		48

		1974		41		50

		1975		40		53		1268

		1976		39		47

		1977		38		41

		1978		37		57

		1979		36		76

		1980		35		46

		1981		34		65

		1982		33		46

		1983		32		47

		1984		31		36

		1985		30		36		1765

		1986		29		48

		1987		28		52

		1988		27		43

		1989		26		36

		1990		25		35

		1991		24		34

		1992		23		39

		1993		22		52

		1994		21		20

		1995		20		16

		1996		19		24

		1997		18		25

		1998		17		32

		1999		16		27

		2000		15		23

		2001		14		35

		2002		13		33

		2003		12		23

		2004		11		29

		2005		10		29

		2006		9		33

		2007		8		36

		2008		7		32

		2009		6		28

		2010		5		27

		2011		4		19

		2012		3		25

		2013		2		15

		2014		1		1

		不明 フメイ		不明 フメイ		28

		総計				2664

		高度経済成長期 コウド ケイザイ セイチョウキ				1065

		(1955～1973）				40%



現在（2015年）

20%

532橋

532	2132	10年後（2025年）

48%

1,268橋

1268	1396	20年後（2035年）

66%

1765橋

1765	899	10年未満

216橋
8%

10～19年

280橋
10%

20～29年

375橋
14%

30～39年

497橋
19%

40～49年

736橋
28%

50年以上

532橋
20%

不明

28橋
1%

10年未満	10～19年	20～29年	30～39年	40～49年	50年以上	不明	216	280	375	497	736	532	28	建設後50年以上の橋梁

建設後50年未満の橋梁

全橋梁
2,664橋



年度別橋梁数 

		表４-３　建設年別の橋梁数分布 ヒョウ ケンセツ ネンベツ キョウリョウ スウ ブンプ																																		DBピポットより集計 シュウケイ				1403		1249		2652		不明20 フメイ		2652+20		2672

																																						架設年次		15m未満		15m以上		累積率		累積橋梁数

																																		TRUE		1916		1916年		1				0%		1		1		102年

																																		TRUE		1917		1917年						0%		1				101年

																																		TRUE		1918		1918年						0%		1				100年

																																		TRUE		1919		1919年						0%		1				99年

																																		TRUE		1920		1920年						0%		1				98年

																																		TRUE		1921		1921年						0%		1				97年

																																		TRUE		1922		1922年						0%		1				96年

																																		TRUE		1923		1923年						0%		1				95年

																																		TRUE		1924		1924年						0%		1				94年

																																		TRUE		1925		1925年						0%		1				93年

																																		TRUE		1926		1926年		4				0%		5		4		92年

																																		TRUE		1927		1927年		2		1		0%		8		3		91年

																																		TRUE		1928		1928年						0%		8		0		90年

																																		TRUE		1929		1929年						0%		8				89年

																																		TRUE		1930		1930年				1		0%		9		1		88年

																																		TRUE		1931		1931年						0%		9				87年

																																		TRUE		1932		1932年		2		1		0%		12		3		86年

																																		TRUE		1933		1933年						0%		12				85年

																																		TRUE		1934		1934年		1				0%		13		1		84年

																																		TRUE		1935		1935年		1				1%		14		1		83年

																																		TRUE		1936		1936年						1%		14				82年

																																		TRUE		1937		1937年						1%		14				81年

																																		TRUE		1938		1938年		2				1%		16		2		80年

																																		TRUE		1939		1939年		3		2		1%		21		5		79年

																																		TRUE		1940		1940年		2		1		1%		24		3		78年

																																		TRUE		1941		1941年		3				1%		27		3		77年

																																		TRUE		1942		1942年						1%		27				76年

																																		TRUE		1943		1943年		3				1%		30		3		75年

																																		TRUE		1944		1944年						1%		30				74年

																																		TRUE		1945		1945年						1%		30				73年

																																		TRUE		1946		1946年		3				1%		33		3		72年

																																		TRUE		1947		1947年						1%		33				71年

																																		TRUE		1948		1948年		2				1%		35		2		70年

																																		TRUE		1949		1949年		1				1%		36		1		69年

																																		TRUE		1950		1950年						1%		36				68年

																																		TRUE		1951		1951年		2		1		1%		39		3		67年

																																		TRUE		1952		1952年		10		2		2%		51		12		66年

																																		TRUE		1953		1953年		19		3		3%		73		22		65年

																																		TRUE		1954		1954年		20		1		4%		94		21		64年

																																		TRUE		1955		1955年		11		2		4%		107		13		63年

																																		TRUE		1956		1956年		7		3		4%		117		10		62年

																																		TRUE		1957		1957年		13		4		5%		134		17		61年

																																		TRUE		1958		1958年		12		10		6%		156		22		60年

																																		TRUE		1959		1959年		14		7		7%		177		21		59年

																																		TRUE		1960		1960年		53		13		9%		243		66		58年

																																		TRUE		1961		1961年		39		8		11%		290		47		57年

																																		TRUE		1962		1962年		42		12		13%		344		54		56年

																																		TRUE		1963		1963年		30		16		15%		390		46		55年

																																		TRUE		1964		1964年		38		30		17%		458		68		54年

																																		TRUE		1965		1965年		30		26		19%		514		56		53年

																																		TRUE		1966		1966年		48		20		22%		582		68		52年

																																		TRUE		1967		1967年		50		28		25%		660		78		51年

																																		TRUE		1968		1968年		65		20		28%		745		85		50年

																																		TRUE		1969		1969年		81		35		32%		861		116		49年

																																		TRUE		1970		1970年		43		36		35%		940		79		48年

																																		TRUE		1971		1971年		53		39		39%		1032		92		47年

																																		TRUE		1972		1972年		25		28		41%		1085		53		46年

																																		TRUE		1973		1973年		20		26		43%		1131		46		45年

																																		TRUE		1974		1974年		20		28		44%		1179		48		44年

																																		TRUE		1975		1975年		23		29		46%		1231		52		43年

																																		TRUE		1976		1976年		22		24		48%		1277		46		42年

																																		TRUE		1977		1977年		27		11		50%		1315		38		41年

																																		TRUE		1978		1978年		28		28		52%		1371		56		40年

																																		TRUE		1979		1979年		37		38		55%		1446		75		39年

																																		TRUE		1980		1980年		24		21		56%		1491		45		38年

																																		TRUE		1981		1981年		31		30		59%		1552		61		37年

																																		TRUE		1982		1982年		19		26		60%		1597		45		36年

																																		TRUE		1983		1983年		25		19		62%		1641		44		35年

																																		TRUE		1984		1984年		14		22		63%		1677		36		34年

																																		TRUE		1985		1985年		23		13		65%		1713		36		33年

																																		TRUE		1986		1986年		32		17		66%		1762		49		32年

																																		TRUE		1987		1987年		27		25		68%		1814		52		31年

																																		TRUE		1988		1988年		20		23		70%		1857		43		30年

																																		TRUE		1989		1989年		16		19		71%		1892		35		29年

																																		TRUE		1990		1990年		10		24		73%		1926		34		28年

																																		TRUE		1991		1991年		16		18		74%		1960		34		27年

																																		TRUE		1992		1992年		16		23		75%		1999		39		26年

																																		TRUE		1993		1993年		30		20		77%		2049		50		25年

																																		TRUE		1994		1994年		10		11		78%		2070		21		24年

																																		TRUE		1995		1995年				16		79%		2086		16		23年

																																		TRUE		1996		1996年		12		12		80%		2110		24		22年

																																		TRUE		1997		1997年		14		11		81%		2135		25		21年

																																		TRUE		1998		1998年		16		17		82%		2168		33		20年

																																		TRUE		1999		1999年		11		15		83%		2194		26		19年

																																		TRUE		2000		2000年		11		13		84%		2218		24		18年

																																		TRUE		2001		2001年		18		16		85%		2252		34		17年

																																		TRUE		2002		2002年		10		22		86%		2284		32		16年

																																		TRUE		2003		2003年		4		19		87%		2307		23		15年

																																		TRUE		2004		2004年		5		24		88%		2336		29		14年

																																		TRUE		2005		2005年		10		19		89%		2365		29		13年

																																		TRUE		2006		2006年		12		21		90%		2398		33		12年

																																		TRUE		2007		2007年		14		22		92%		2434		36		11年

																																		TRUE		2008		2008年		4		34		93%		2472		38		10年

																																		TRUE		2009		2009年		9		21		94%		2502		30		9年

																																		TRUE		2010		2010年		9		20		95%		2531		29		8年

																																		TRUE		2011		2011年		5		19		96%		2555		24		7年

																																		TRUE		2012		2012年		8		21		97%		2584		29		6年

																																		TRUE		2013		2013年		4		31		99%		2619		35		5年

																																		TRUE		2014		2014年		2		15		99%		2636		17		4年

																																		TRUE		2015		2015年				15		100%		2651		15		3年

																																		TRUE		2016		2016年				1		100%		2652		1		2年

																																		TRUE		2017		2017年						100%		2652		0		1年

																																		TRUE		2018		2018年						100%		2652		0		0年

																																						不明 フメイ										20





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































15m以上	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	1	1	1	2	1	1	2	3	1	2	3	4	10	7	13	8	12	16	30	26	20	28	20	35	36	39	28	26	28	29	24	11	28	38	21	30	26	19	22	13	17	25	23	19	24	18	23	20	11	16	12	11	17	15	13	16	22	19	24	19	21	22	34	21	20	19	21	31	15	15	1	15m未満	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	1	4	2	2	1	1	2	3	2	3	3	3	2	1	2	10	19	20	11	7	13	12	14	53	39	42	30	38	30	48	50	65	81	43	53	25	20	20	23	22	27	28	37	24	31	19	25	14	23	32	27	20	16	10	16	16	30	10	12	14	16	11	11	18	10	4	5	10	12	14	4	9	9	5	8	4	2	累積率	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	3.7707390648567121E-4	3.7707390648567121E-4	3.7707390648567121E-4	3.7707390648567121E-4	3.7707390648567121E-4	3.7707390648567121E-4	3.7707390648567121E-4	3.7707390648567121E-4	3.7707390648567121E-4	3.7707390648567121E-4	1.885369532428356E-3	3.0165912518853697E-3	3.0165912518853697E-3	3.0165912518853697E-3	3.3936651583710408E-3	3.3936651583710408E-3	4.5248868778280547E-3	4.5248868778280547E-3	4.9019607843137254E-3	5.279034690799397E-3	5.279034690799397E-3	5.279034690799397E-3	6.0331825037707393E-3	7.9185520361990946E-3	9.0497737556561094E-3	1.0180995475113122E-2	1.0180995475113122E-2	1.1312217194570135E-2	1.1312217194570135E-2	1.1312217194570135E-2	1.2443438914027148E-2	1.2443438914027148E-2	1.3197586726998492E-2	1.3574660633484163E-2	1.3574660633484163E-2	1.4705882352941176E-2	1.9230769230769232E-2	2.7526395173453996E-2	3.5444947209653091E-2	4.034690799396682E-2	4.4117647058823532E-2	5.0527903469079941E-2	5.8823529411764705E-2	6.67420814479638E-2	9.1628959276018093E-2	0.10935143288084465	0.1297134238310709	0.14705882352941177	0.1726998491704374	0.193815987933635	0.21945701357466063	0.24886877828054299	0.28092006033182504	0.32466063348416291	0.35444947209653094	0.38914027149321267	0.40912518853695323	0.4264705882352941	0.44457013574660631	0.46417797888386125	0.48152337858220212	0.49585218702865763	0.51696832579185525	0.54524886877828049	0.56221719457013575	0.58521870286576172	0.60218702865761686	0.61877828054298645	0.63235294117647056	0.64592760180995479	0.66440422322775261	0.68401206636500755	0.70022624434389136	0.71342383107088991	0.72624434389140269	0.73906485671191557	0.7537707390648567	0.7726244343891403	0.78054298642533937	0.78657616892911009	0.79562594268476616	0.80505279034690802	0.81749622926093513	0.82730015082956254	0.83634992458521873	0.8491704374057315	0.86123680241327305	0.86990950226244346	0.88084464555052788	0.89177978883861242	0.90422322775263952	0.91779788838612364	0.9321266968325792	0.9434389140271493	0.95437405731523384	0.96342383107088991	0.97435897435897434	0.98755656108597289	0.99396681749622928	0.99962292609351433	1	1	1	建設年度



橋梁数



累積









箇所数

		1		(複数のアイテム)



		データの個数 / 橋梁名

		路線名		集計

		国道11号		592

		国道11号BP		30

		国道11号大内白鳥BP		7

		国道192号		127

		国道192号徳島南環状道路		17

		国道196号		194

		国道28号		21

		国道317号		7

		国道319号		42

		国道32号		268

		国道33号		146

		国道33号三坂道路		12

		国道33号松山外環状道路インター線		13

		国道55号		431

		国道55号阿南道路		28

		国道55号南国安芸道路		14

		国道55号日和佐道路		20

		国道56号		570

		国道56号宇和島道路		34

		国道56号須崎道路		13

		国道56号大洲道路		17

		国道56号中村宿毛道路		20

		四国横断自動車道		41

		総計		2664



						前回 ゼンカイ

		国道11号 コクドウ ゴウ		636		629

		国道28号		21		21

		国道30号 コクドウ ゴウ		1		1

		国道32号		251		267

		国道33号 コクドウ ゴウ		196		195

		国道55号 コクドウ ゴウ		496		475

		国道56号 コクドウ ゴウ		675		662

		国道192号 コクドウ ゴウ		162		161

		国道196号		183		188

		国道317号		7		7

		国道319号		42		42

		四国横断自動車道		47		42

				2,717		2,690



		路線名		橋梁数（橋）

		11号		629箇所

		28号		21箇所

		30号		　1箇所

		32号		267箇所

		33号		195箇所

		55号		475箇所

		56号		662箇所

		192号		161箇所

		196号		188箇所

		317号		　7箇所

		319号		42箇所

		四国横断自動車道		42箇所

		合計		2690箇所

















[分類名],
[値]

国道11号	国道28号	国道30号	国道32号	国道33号	国道55号	国道56号	国道192号	国道196号	国道317号	国道319号	四国横断自動車道	636	21	1	251	196	496	675	162	183	7	42	47	全橋梁
2,717箇所



材料別、構造型式別

				混合、PC/RC、PRC、その他は全て混合橋として記載。 コンゴウ タ スベ コンゴウ ハシ キサイ



				管理橋梁合計 カンリ キョウリョウ ゴウケイ				鋼橋				RC橋 ハシ				PC橋 ハシ				その他 タ

				橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ

				2,717		128,153		665		62,008		1,224		14,078		818		49,901		10		2,166



				管理橋梁合計 カンリ キョウリョウ ゴウケイ				鋼橋				RC橋 ハシ				PC橋 ハシ				石橋 イシバシ				木橋 キ ハシ				混合橋 コンゴウ キョウ				その他 タ

				橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ

				2,717		128,153		665		62,007.8		1,224		14,078.0		818		49,901.3		0		0.0		0		0.0		3		943.2		7		1,222.3

				R1

				管理橋梁合計 カンリ キョウリョウ ゴウケイ				1鋼橋				2RC橋 ハシ				3PC橋 ハシ				4石橋 イシバシ				5木橋 キ ハシ				6混合橋 コンゴウ キョウ				7その他 タ

				橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ

				2,690		121,442		643		54,316		1,193		10,079		773		40,860		0		0		0		0		81		16,187

				H26

																																		管内の橋梁について カンナイ キョウリョウ						参考 サンコウ				四国地方整備局 シコク チホウ セイビキョク		参考 サンコウ

				管理橋梁合計 カンリ キョウリョウ ゴウケイ				鋼橋				RC橋 ハシ				PC橋 ハシ				石橋 イシバシ				木橋 キ ハシ				混合橋※ コンゴウ キョウ						橋　　種 キョウ シュ		橋　　　数 キョウ スウ				41729		橋　長 (m) キョウ チョウ				41729

				橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ		橋梁
箇所数 キョウリョウ カショ スウ		延長
（ｍ） エンチョウ				　鋼橋 コウ キョウ		643		(+11)		632		54,316		(+3668)		50,648

				2,642		112,022		632		50,648		1,168		8,508		698		31,994		0		0		0		0		144		20,872				　RC橋 キョウ		1,193		(+25)		1,168		40,860		(+32352)		8,508

																																		　PC橋 キョウ		773		(+75)		698		10,079		(+-21915)		31,994

																																		　PRC橋 キョウ				(±0)				126		(±126)		0

																																		　その他 タ		81		(+-63)		144		16,061		(+-4811)		20,872

				2,037																														　合　　計 ゴウ ケイ		2,690		(+48)		2,642		121,442		(+9420)		112,022

																																												平成27年3月31日現在 ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ

		橋梁材料		橋梁数		延長(m)																												※（　）は前年度の増減値 ゼンネン ド ゾウゲン チ

		鋼橋		665.0		62,008		24%

		RC橋		1224.0		14,078		45%

		PC橋		818.0		49,901		30%

		その他 タ		10.0		2,166		0%

				0		0		0.00%

								0%

								0%

				2,717		128,153





































































































橋梁数	

鋼橋	RC橋	PC橋	その他	665	1224	818	10	橋梁数	

鋼橋	RC橋	PC橋	その他	62007.8	14078	49901.3	2165.5	

診断結果

														（橋梁数） キョウリョウ スウ

				診断結果 シンダン ケッカ

				H26		H27		H28		H29		H30		計 ケイ

		Ⅳ

		Ⅲ		35		57		43		28		25		188

		Ⅱ		83		135		198		84		71		571

		Ⅰ		129		366		523		555		354		1927

		計 ケイ		247		558		764		667		450		2686



				修繕計画 シュウゼン ケイカク

				R1		R2		R3		R4		R5		計 ケイ

		Ⅳ

		Ⅲ		44		40		15		19				118

		Ⅱ		18		108		102		62		3		293

		Ⅰ												0

		計 ケイ		62		148		117		81		3		411









これまで橋梁を含む社会資本は戦後の高度経済成長ととともに着
実に整備されてきました。しかし、これらの社会資本の高齢化が進
行し、適切な維持管理を行わなければ安全性が損なわれる恐れが
あります。

四国地方整備局が管理する道路橋は現在2,717箇所ありますが、
1955年度から1973年度にかけての高度経済成長期に全体の約38％
にあたる 1,017箇所が建設されています。今後これらの高齢化が一斉
に進むことから、安全性・信頼性を確保していくために、集中的に
多額の修繕・架替え費用が必要となることが懸念されます。

４．管内橋梁の状況

（１）橋梁の建設年度

建設年度別の橋梁箇所数分布

R4.3月末時点

４



四国管内における建設後５０年以上経過した橋梁数の全管理橋梁箇
所数に占める割合は、現在の３４％から10年後には約１．６倍の５４％
となり、さらに20年後は約２．１倍にあたる７０％まで急激に増加します。

（２）橋梁の年齢構成

５

10年未満
185橋
10% 10～19年

313橋
12%

20～29年
302橋
11%

30～39年
426橋
16%40～49年

552橋
20%

50年以上
919橋
34%

不明

20橋

1%

全橋梁
2,717橋

R4.3月末時点



（３）適切な管理をしている橋梁

適切な管理により長持ちしている橋梁の例

国道３３号 西森山大橋 昭和３９年（１９６４年）架設
にしもりやまおおはし

供用開始から５８年経過していますが、床版補強や塗り替え塗装などを計画的に実
施することで、健全な状態を保っています。引き続き予防保全を行うことで長期間の
利用を目指しています。

６



（４）定期点検の実施状況

直轄国道の橋梁では、5年に1回の定期点検により、損傷状況を把握
しています。

橋梁点検車による定期点検 高所作業車による定期点検

船による定期点検軌陸車による跨線橋の定期点検

■定期点検の実施状況

７



■健全性の診断（部材単位の診断）

■健全性の診断（橋単位の診断）

出典：「橋梁定期点検要領」 国土交通省 道路局 国道・技術課 平成31年3月

出典：「橋梁定期点検要領」 国土交通省 道路局 国道・技術課 平成31年3月

橋梁の部材単位毎と橋単位毎に健全性の診断をしています。

８



９

（５）点検支援技術の活用による点検の効率化

令和元年度から２巡目点検にあたり、点検支援技術を積極的に活用する
ことにより点検の効率化を推進しています。

点検支援技術

従来点検



（橋梁数）

H29 H30 R1 R2 R3 計

Ⅳ 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 20 41 46 40 43 190
Ⅱ 66 91 98 132 119 506
Ⅰ 437 424 330 435 385 2,011
計 523 556 474 607 547 2,707

 ※初回点検を実施していない橋梁があるため、管理橋梁数とは合わない。

R3 R4 R5 R6 R7 計

Ⅳ 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 25 16 59 36 23 159
Ⅱ 13 14 21 16 1 65
Ⅰ 7 3 1 0 0 11
計 45 33 81 52 24 235

 ※複数年に跨いで修繕を行う橋梁は、各年度毎に加算している。

診断結果

修繕計画

診断結果と修繕計画

四国地方整備局で管理する橋梁のうち、直近５年（H29～R3）の

結果は、判定区分Ⅰ：2,011橋、Ⅱ：506橋、Ⅲ：190橋、Ⅳ：0橋と

なっています。

なお、修繕計画は今後の点検結果や予算措置状況等に応じて、見直

すことがあります。

（６）管内橋梁の損傷状況

１０

R4.9月末時点



三大損傷の損傷・対策事例【損傷事例】

【対策事例】

炭素繊維シート接着工法 電気防食工法 リチウムイオン内部
圧入工法

RC床版の疲労※１ 塩 害※２ アルカリ骨材反応※３

「橋梁の三大損傷」とは、「疲労」「塩害」「アルカリ骨材反応」を言い、
放置することにより劣化が進行し、橋梁の安全性に影響を及ぼす可能
性のある橋梁の劣化要因です。これらの損傷に対して適切に対策を
実施しています。

「橋梁の三大損傷」の対策

※１ 疲労 ： 重交通による繰返し荷重により、鋼部材の亀裂やコンクリート床版のひび割れを
生 じさせる現象。

※２ 塩害 ： コンクリート中の塩化物イオンによって鋼材が腐食し、コンクリートにひびわれ・剥
離等の損傷を生じさせる現象。

※３アルカリ ： コンクリート中に含まれるアルカリ性の水溶液が、骨材の特定成分と反応し、異常
骨材反応 膨張やそれに伴うひびわれなどを引き起こす現象。

（７）管内橋梁の対策状況
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５．予防保全の取り組み

（１）予防保全とは

大切な資産である道路ストックを長く大事に保全し、安全で安心な道路
サービスの提供やライフサイクルコストの縮減等を図るため、定期的な
点検により、早期に損傷を発見し、事故や架替え、大規模な修繕に至る
前に補修を実施します。

（２）予防保全の実施

予防保全は、日常から橋梁の状態を把握し、清掃等の適切な管理や
損傷が軽微な段階での補修を実施することにより、損傷の発生や劣化
の進行を抑制します。

伸縮装置・支承周り及び、排水管の清掃を実施し、橋梁の環境の改善を行うとともに、

損傷要因となる水分・塩分の防止対策も含め実施し、橋梁の長寿命化を図ります。

排水枡の清掃 支承周りの清掃

予防保全対策の実施

日常パトロールの実施

定期点検のほか、日常のパトロー
ルを実施し、橋梁の状態を把握し
ています。

日常パトロール

伸縮装置清掃の写真

支承部清掃中.jpg
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（３）予防保全による効果

損傷が軽微な段階で適切な補修を行うことで、橋梁の長寿命化が
図られ、ライフサイクルコストの縮減と、道路ネットワークの安全性、
信頼性を確保します。

損傷が深刻化して初めて大規模な修繕を実施

橋梁の架替えのサイクルも短い

床版の打替え

事後
保全

予防
保全

転換

定期的に点検し、損傷が深刻化する前に補修を実施

橋梁の架替えのサイクルも長くなる。

橋面防水工により、ひびわ
れの進行を加速させる水分
の浸入を防止

＋

下面に炭素繊維を接着
することにより、ひびわれ
の進行を制御

コンクリート床版のひび割れが深刻

予防保全による効果

損傷が軽微な段階

定期的な点検

損傷状況の把握

補修の実施

道路ネットワークの安全性・信頼性の確保

点検によりコンクリート床版に
詳細なひびわれを発見
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